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長
の
方
々
と
高
校
進
学
の
現

状
と
あ
り
方
・
家
計
の
負
担

の
問
題
・
２
校
存
続
に
対
す

る
考
え
方
・
共
学
化
及
び
魅

力
づ
く
り
に
つ
い
て
情
報
交

換
を
し
た
。

　

地
元
と
い
う
立
場
で
県
議

会
議
員
５
名
の
方
々
か
ら
も

総
合
的
な
見
地
か
ら
意
見
を

伺
っ
た
。

　

第
７
回
で
は
、
県
教
育
委

員
会
の
方
々
と
意
見
交
換
を

し
た
。

　

県
で
は
「
条
例
整
備
の

整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
着
手
す

る
」と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

県
内
統
合
案
５
地
区
の
中
で

角
館
地
区
を
除
く
４
地
区
の

協
議
は
と
と
の
っ
て
い
る
。

　

調
査
特
別
委
員
会
で
は
８

　

県
で
は
、
平
成
12
年
に
前

期
の
計
画（
13
年
か
ら
17
年
）

と
し
て
角
館
南
高
校
を
「
統

合
に
よ
り
共
学
化
を
行
う
」

と
規
程
し
た
。

　

16
年
に
は
（
18
年
か
ら
22

年
）
た
た
き
台
と
し
て
県
議

会
に
示
し
、
角
館
地
区
を
一

校
に
統
合
す
る
案
を
、
県
教

育
委
員
会
が
「
第
五
次
高
等

学
校
総
合
整
備
計
画
・
後
期

計
画
」
と
し
て
17
年
に
作
成

し
た
。

　

特
別
委
員
会
は
「
角
館
高

校
・
角
館
南
高
校
の
並
立
存

続
を
実
現
す
る
会
」
よ
り
設

　

市
議
会
で
は
、
市
の
運
営

を
ス
リ
ム
化
す
る
た
め
、
行

政
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置

し
て
い
る
。

　

こ
の
特
別
委
員
会
は
、
平

成
19
年
４
月
か
ら
こ
れ
ま
で

に
10
回
開
催
し
、
主
に
議
員

の
報
酬
や
福
祉
施
設
の
民
営

化
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て

い
る
。委
員
会
に
お
い
て
は
、

市
当
局
と
問
題
意
識
を
共
有

し
、
特
に
重
点
的
な
改
革
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

項
と
し
て
、
市
民
福
祉
部
に

関
わ
る
業
務
や
施
設
の
民
営

置
の
要
望
が
あ
り
、
19
年
２

月
に
設
置
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

地
域
づ
く
り
の
中
で
高
等

教
育
の
方
針
・
少
子
化
も
含

め
て
高
校
問
題
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
く
の
か
、
角
館

地
区
は
２
校
の
中
で
の
統
合

で
あ
り
、
１
校
よ
り
２
校
が

望
ま
し
い
こ
と
の
強
力
な
理

論
づ
け
を
、
県
教
育
委
員
会

へ
ど
の
よ
う
に
示
し
て
い
く

の
か
等
話
し
合
っ
た
。

　

第
３
回
委
員
会
で
は
２
高

校
訪
問
し
、
学
校
の
経
営
方

針
・
南
高
校
の
共
学
化
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
・
校
舎
の

老
朽
化
の
問
題
等
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。

　

第
４
回
で
は
市
内
中
学
校

化
を
取
り
上
げ
て
き
た
。
４

月
か
ら
８
％
の
議
員
報
酬
の

引
き
下
げ
や
、
た
ざ
わ
こ
清

眺
苑
の
民
営
化
な
ど
が
、
こ

れ
ま
で
議
論
の
結
果
と
し
て

の
主
な
成
果
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
。

　

ま
た
、
た
ざ
わ
こ
清
眺
苑

は
、
来
年
４
月
か
ら
民
営
化

す
る
と
い
う
目
標
に
向
け
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
、
課

題
を
検
討
中
で
あ
る
。

　

こ
の
中
で
、
大
切
な
こ
と

は
、入
居
者
の
待
遇
で
あ
り
、

特
別
委
員
会
で
は
、
民
営
化

に
よ
っ
て
、
入
居
者
の
方
々

に
不
利
が
生
じ
る
事
の
な
い

　

６
月
定
例
議
会
に
お
い
て

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
存
続
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
が

新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
高
校
統
合
、

行
政
改
革
、
病
院
経
営
と
合

わ
せ
て
、
４
つ
の
特
別
委
員

会
が
今
、
審
査
中
で
あ
り
ま

す
。

　

ど
れ
を
と
っ
て
も
、
市
民

の
生
活
と
、
仙
北
市
の
財
政

に
係
る
重
要
な
課
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
つ
ど
、
審

査
の
経
過
を
掲
載
い
た
し
ま

す
。

回
の
協
議
を
重
ね

た
も
の
の
、
方
向

付
け
は
出
来
て
い

な
い
。

　

角
館
南
高
校
同

窓
会
で
は
改
選
後

の
県
議
会
に
請
願

書
を
提
出
し
て
い

る
が
、
継
続
審
査

と
な
っ
て
い
る
。

高
校
統
合
問
題

調
査
特
別
委
員
会

行
政
改
革

特
別
委
員
会

特別委員会の報告

耐震度調査が必要となった老朽化の角館高校

行政改革特委で論じられている寿楽荘。
食事中の入所者の皆さん
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よ
う
最
大
限
の
配
慮
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
民
営
化
に
あ
た
り
、
施

設
の
移
管
方
法
や
施
設
に
勤

務
す
る
職
員
の
処
遇
問
題
な

ど
、
具
体
案
の
、
つ
め
作
業

は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
が
、
特

別
委
員
会
か
ら
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
提
言
を
行
い
な
が
ら
、

確
実
に
一
歩
ず
つ
進
め
た

い
。

　

か
く
の
だ
て
桜
苑
、
に
し

き
園
、
角
館
寿
楽
荘
に
つ
い

て
も
、
順
次
、
民
営
化
を
進

め
る
が
、
特
に
寿
楽
荘
に
つ

い
て
は
、
老
朽
化
に
よ
り
施

設
の
痛
み
が
ひ
ど
く
、
そ
の

方
向
性
を
今
年
度
中
に
結
論

付
け
た
い
と
し
て
い
る
。

　

行
政
改
革
の
、
も
う
一
つ

の
大
き
な
課
題
は
、
保
育
園

の
運
営
形
態
で
あ
る
。
旧
町

村
の
ま
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
運

営
形
態
と
な
っ
て
い
る
保
育

園
に
つ
い
て
も
議
論
を
深

め
、
市
と
し
て
、
理
想
的
な

運
営
の
、
在
り
方
を
模
索
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

合
併
や
統
合
に
よ
り
、
現

在
、
使
用
し
て
い
な
い
市
が

所
有
す
る
土
地
や
建
物
な
ど

の
処
分
や
利
活
用
の
検
討

や
、
改
革
に
対
す
る
職
員
の

意
識
啓
発
な
ど
市
当
局
と
、

共
に
進
め
た
い
。

が
っ
て
い
る
診
療
所
や
病
院

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
含
め

た
再
編
を
し
て
い
く
の
が
基

本
的
な
考
え
で
あ
る
。

　

計
画
の
中
で
、
で
き
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
取

り
組
む
こ
と
も
考
え
て
お

り
、
ど
う
い
う
方
向
性
を
出

す
か
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い

く
が
、国
の
考
え
と
し
て
は
、

策
定
後
５
年
間
で
完
全
に
移

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

具
体
的
に
は
、
市
立
病
院

が
一
本
化
に
な
っ
た
場
合
、

今
あ
る
角
館
、
田
沢
湖
病
院

は
、
ど
の
よ
う
な
組
織
、
名

称
に
な
る
の
か
。
一
方
を
核

に
す
る
と
、一
方
は
診
療
所
、

あ
る
い
は
分
院
の
形

に
な
る
。

　

策
定
委
員
会
で
は

財
政
に
つ
い
て
の
議

論
は
な
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
だ
が
、
当
然

財
政
の
問
題
が
根
底

に
あ
る
の
で
、
田
沢

湖
病
院
の
赤
字
を
ど

う
す
る
か
の
レ
ベ
ル

で
は
な
く
、
市
立
病

院
全
体
を
見
る
立
場

で
経
営
改
善
と
市
民

の
医
療
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
の
視
点
か

ら
の
協
議
と
な
り
特
別
委
員

会
と
し
て
は
、
市
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
視
点
に
よ
り

慎
重
に
審
査
を
続
け
て
い

く
。

仙
北
市
医
師
会
長
（
角
館
ブ

ロ
ッ
ク
）、
市
立
病
院
正
副

院
長
、
診
療
所
長
、
県
と
市

の
担
当
者
な
ど
14
名
の
メ
ン

バ
ー
で
、『
市
立
病
院
等
改

革
推
進
計
画
策
定
委
員
会
』

が
設
置
さ
れ
、
第
１
回
の
策

定
委
員
会
に
お
い
て
、
方
向

性
と
し
て
市
立
病
院
の
運
営

を
一
本
化
に
よ
る
再
編
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
目
指
す
こ
と

の
了
解
を
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
数
回
の
開
催
に
よ
り

年
内
に
は
改
革
推
進
計
画
の

作
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

特
に
医
療
資
源
（
医
師
、

薬
剤
、
機
器
）
の
集
中
ま
で

踏
み
込
み
、
他
会
計
に
ま
た

　

特
別
委
員
会
は
平
成
19
年

度
に
設
置
さ
れ
、
審
査
の
方

向
性
と
し
て
、
仙
北
市
の
２

つ
の
市
立
病
院
と
診
療
所
が

市
民
に
ど
の
よ
う
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

の
か
。
そ
の
た
め
の
規
模
と

機
能
の
分
担
を
ど
う
計
っ
て

い
く
の
か
、
ま
た
厳
し
い
経

営
が
続
い
て
い
る
２
つ
の
市

立
病
院
が
ど
う
し
て
い
け
ば

生
き
残
れ
る
か
、
存
続
を
す

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
病

院
で
あ
れ
ば
よ
い
の
か
審
査

し
て
い
る
。

　

現
状
の
田
沢
湖
病
院
に
お

い
て
は
、
医
師
不
足
に
よ
り

や
む
な
く
救
急
指
定
を
取
り

下
げ
て
い
る
し
、
病
床
利
用

率
も
43
％
と
、
総
務
省
の
公

立
病
院
の
経
営
改
善
を
促
す

改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
病

床
利
用
率
が
３
年
連
続
で

70
％
未
満
の
病
院
は
診
療
所

化
す
る
な
ど
、
平
成
20
年
度

中
に
改
革
プ
ラ
ン
を
作
成
す

る
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

今
年
度
は
改
革
プ
ラ
ン
作

成
の
た
め
、
病
院
経
営
改
革

推
進
室
と
、
大
学
病
院
長
、

市
立
病
院
等
経
営

に
関
す
る
特
別
委

員
会

　

厳
し
い
経
営
状
況
の
な
か

で
、
存
廃
問
題
に
直
面
し
て

い
る
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
に

つ
い
て
、
仙
北
市
議
会
と
し

て
、
今
後
の
在
り
方
等
に
つ

い
て
調
査
を
行
う
た
め
に
、

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
存
続
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
た
。

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄

道
存
続
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

佐
々
木
章

副
委
員
長　

真
崎
寿
浩

委　

員　
　

田
口
寿
宣

　
　
　
　
　

門
脇
健
郎

　
　
　
　
　

青
柳
宗
五
郎

　
　
　
　
　

田
口
喜
義

　
　
　
　
　

浅
利
則
夫

　
　
　
　
　

藤
原
万
正

　
　
　
　
　

田
口
勝
次

　
　
　
　
　

戸
沢　

清

　

７
月
３
日
に
第
１
回
目
の

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
当
局

よ
り
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の

現
状
の
説
明
と
、
仙
北
市
と

し
て
の
存
続
に
向
け
た
取
組

み
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
た
。

　

引
き
続
き
、
特
別
委
員
会

の
、
今
後
の
進
め
方
等
に
つ

い
て
、
協
議
を
し
た
。

「医療施設として残す」方向付けが
決まりつつある田沢湖病院


